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日 時  2010 年５月 24日（月） 

18 時 00 分～19時 00 分 
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（かでる 2.7）5階 540 会議室 

 

 

 

《議事次第》 

 

1） 支部長挨拶 

2） 2009 年度事業報告 

3） 2010 年度事業計画 

4） 2010 年度本部理事候補および支部体制について 

5） 第 8回日本都市計画家協会賞北海道支部賞の選考 
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2009 年度北海道支部 事業報告 

 

１）北海道支部運営総括報告 

   2009年度の北海道支部は、前年度、恵庭市で開催した「全国まちづくり会議2008北海道」の余勢を

駆って、5 月の支部総会と併せて、初の試みである「学生まちづくり講座」を開催したほか、7 月には函

館開港150周年記念連携事業として、支部独自の「ミニ全まち」とも言える「函館まちづくりキャラバン」

を開催し、その成果をもって 9月の「全国まちづくり会議 2009川崎」に参加するなど、上期は活発に諸

活動を展開した。 

   しかし、毎年度の傾向ではあるが、下期は活動のエネルギーが大きく低下し、当初は都市と森林の

リンケージをテーマとする「まちづくりキャラバン～森林編」を予定していたが、実施に至らなかった。そ

の他の研究会等の活動も目立った動きが見られず、支部会員の活動は停滞気味である。 

   今年度実施した「学生まちづくり講座」や「函館まちづくりキャラバン」などの活動は、前年度の「全ま

ち」の遺産を活用して展開したものであるが、支部の取り組みとして非常に有意義であり、また、多世

代・多分野・多地域との連携ネットワークを広げていく上でも重要な活動であることから、今後も継続し

て展開していきたいと考える。 

 

２）北海道支部自主事業報告 

（１）支部総会 

日 時：平成 21 年 5 月 22 日（金） 場所：北海道大学総合研究棟サロン 

参加者：支部会員 12名、事務局 1名 

概 要：2008 年度事業報告、2009 年度事業計画、第 7回日本都市計画家協会賞支部賞選考 

（２）まちづくりキャラバン 

○函館開港１５０周年記念連携事業 

函館まちづくりキャラバン～西部地区の地域マネジメント～ 開催 

   ※NPOはこだて街なかプロジェクトと共催で開催 

日 時：平成 21 年 7 月 18 日（土） 場所：函館市地域交流まちづくりセンター 

参加者：一般 44名、本部会員 7名、支部会員 10名、事務局 1名 

概 要：西部地区ガイドツアー、基調講演（伊藤滋名誉会長）、プレゼンテーション（北海道開発局

菅崎氏）、グループセッション、総括フォーラム（西尾函館市長、公立はこだて未来大学

岩田教授、NPOはこだて街なかプロジェクト山内理事長、小林支部長）、交流会 

（３）出前まちづくり講座 

○学生まちづくり講座 

日 時：平成 21 年 5 月 22 日（金） 場所：北海道大学総合研究棟サロン 

参加者：学生 16名、一般 2名、支部会員 12名、事務局 1名 

概 要：支部会員が北大・室蘭工大の学生からの質問に答える車座談義 

（４）研究会 

○安全安心まちづくり教育研究会 

・旭川市「安全で安心なまちづくり活動を考える市民の集い」に講師として参加（11/18） 

・定例研究会の開催 （4/17） 
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・「犯罪のない安全で安心な地域づくり推進会議」の一員としてイベントへ参加（5/11、10/13、

2/17） 

・同幹事会及び事前打ち合わせ会への参加（4/17、7/22、8/28、1/18、2/8） 

（５）まちづくり情報交流 

○全国まちづくり会議 2009 参画 

①道内の出展 

日 程：平成 21 年 9 月 21 日（月・祝）・22 日（火・休） 場所：サンピアンかわさき 

参加者：道内出展団体 2団体（2名） 団体サポート：事務局 1名 

②セッション「エリアマネジメント～函館西部地区の活動を題材に～」開催 

日 程：平成 21 年 9 月 21 日（月・祝） 場所：サンピアンかわさき 第 1研修室 

参加者：本部会員および一般 10名、支部会員 3名 

概 要：函館西部地区の実践活動報告、函館まちづくりキャラバンの報告、他都市・地域における

エリアマネジメントの活動紹介、フリートーク 

（６）情報発信 

   ・メーリングリストによる支部会員向けのインフォメーションの配信（合計 28通配信） 

・事務局員 blog での支部の近況報告（2009 年 4月～2010 年 3 月まで 18件） 

（７）その他 

   ○支部役員・幹事会の開催 

・年度内に計３回開催。 

日程・参加人数：4/17（会員8名、事務局1名）、7/1（会員5名、事務局1名）、H22.3/1（会員3名、

事務局 1名） 

 



2010 年度北海道支部事業計画 
 

1）基本方針 

・昨年度実施した「函館まちづくりキャラバン」に引き続き、道内の都市・地域におけるまちづくりキャラ

バンを展開する（２地域予定） 

・地域活性化やまちづくりに取り組んでいる多分野の人材交流とネットワークを促進するため、サロン

形式の交流会を開催する（新規）。 

・昨年度実施した｢学生まちづくり講座｣を継続し、支部の諸活動における地域の大学との連携及び学

生との交流を推進する 

・支部会員による研究会活動の活性化を図るとともに、他のまちづくり組織、団体、学会等との連携事

業を推進する 

 

２）事業計画 

（1）支部総会 

・日 程： 平成 22年 5月 24 日（金）18：00～19：00 

・会 場： 北海道立道民活動センター（かでる 2.7）5 階 540 会議室 

（2）学生・若手まちづくり講座 

・日 程： （3）と連動 

・会 場： 札幌市内 

・内 容： 学生・若手の研究報告・話題提供による勉強会 

・テーマ： 低炭素社会（横浜シンポジウムから）、創造都市とその施策展開、経済学者ジャックアタ

リと 21 世紀の歴史、中国・韓国の地域戦略 

（3）多分野人材交流会 

・日 程： 年度中 4回程度開催 

・会 場： 札幌市内 

・内 容： 地域活性化・まちづくり等に取り組んでいる多分野の人材交流（勉強会方式） 

・テーマ： 低炭素社会、医療（健康）と地域づくり、高齢化とまちづくり、ローカルツーリズム 等 

（4）まちづくりキャラバン 

＜海編＞～積丹キャラバン（仮称） 

・日 程： 平成 22年 8 月（予定） 

・開催地： 積丹町余別地区（予定） 

・内 容： フィールドワーク、セッション、フォーラム等 

＜森林編＞～阿寒キャラバン（仮称） 

・日 程： 平成 22年 9 月または 10 月（予定） 

・開催地： 阿寒・前田一歩園（予定） 

・内 容： フィールドワーク、セッション、フォーラム等 

・テーマ： 「都市と森林のリンケージ」 

（5）地域マネジメント交流会議～阿蘇地域振興デザインセンターとの交流等 

・日 程： 平成 22 年 10 月 8 日（金）～10 月 11 日（月・祝）（全国まちづくり会議 2010 熊本と連携し

て実施） 

・内 容： フィールドワーク、全まち 2010 でデザインセンター参加のもと支部セッションを開催（予

定・調整中） 

（6）研究会等 

①安全安心まちづくり教育研究会 ②祭り研究会 ③低炭素まちづくり研究会北海道支部会 

（7）まちづくり情報交流～全国まちづくり会議 2010 熊本への参画 

・日 程： 平成 22年 10 月 9 日（土）・10 日（日） 
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・開催地： 熊本市 

・活 動： 道内出展団体の募集、セッションへの参加、運営サポート等 

（8）情報発信 

支部ホームページの活用（①ＨＰの改編、②新コンテンツ追加（会員だより 等））、メールニュース等

の発行 

 

３）収支見込概要 

収 入： ５８０千円 

支部交付金   ４８０千円（2009 年度と同額） 

事業収入    １００千円（各事業の参加料等） 

支 出： ５８０千円 

    支部総会           １５千円（会議費、資料費等） 

    まちづくり講座        ３５千円（会議費、資料費等） 

    多分野人材交流会       ５０千円（会議費、資料費等） 

    まちづくりキャラバン    ２００千円（旅費、会議費、資料費、消耗品費等） 

※旅費にバス借上げ費用を検討 

    地域マネジメント交流会議  １００千円（会議費、資料費、消耗品費等） 

    研究会等           ３０千円（会議費、資料費等） 

まちづくり情報交流     １００千円（旅費、消耗品費等） 

    情報発信           ５０千円（ホームページ管理費） 



2010.5.24 Yamashige 

「全国まちづくり会議 2010in 熊本」分科会企画案（北海道支部） 

 

１．趣 旨 

 ・北海道支部では、2008 年度に恵庭市で「全国まちづくり会議 2008in 北海道」を開催したほ

か、2009 年度には支部事業として函館市の西部地区における地域マネジメントのあり方を

考える「函館まちづくりキャラバン」を開催し、その成果等を生かして昨年度の「全国まち

づくり会議 2009in 川崎」では「地域マネジメント」をテーマに分科会の運営を行った。 

・本年度の「全国まちづくり会議 20101n 熊本」においても、北海道と交流が深く、阿蘇の地

域マネジメントを実践している(財)阿蘇地域振興デザインセンターと連携し、昨年度に引き

続き「地域マネジメント」をテーマに分科会を企画・運営する。 

 

２．分科会の名称・テーマ 

 ・地域マネジメント交流会議 ～阿蘇地域振興デザインセンターの実践を通して～ 

 

３．実施主体 

 ・主催： NPO 法人日本都市計画家協会北海道支部 

 ・協力： 財団法人阿蘇地域振興デザインセンター 

 

４．日  程 

・2010 年 10 月 08 日（金）夕方～ 阿蘇地域振興デザインセンター訪問（阿蘇泊） 

・2010 年 10 月 09 日（土）午前～ 阿蘇地域視察（１8時までに崇城大学市民ホールへ） 

 ・2010 年 10 月 10 日（日）午前～ 地域マネジメント分科会（崇城大学市民ホール会議室） 

 

５．参加者等 

・日本都市計画家協会会員（北海道支部及び全国の会員） 

・全国まちづくり会議参加団体（熊本県内及び全国の参加団体） 

・阿蘇地域振興デザインセンター関係者、地元関係者等 

 

６．準備事項 

 ・阿蘇地域振興デザインセンターへの協力要請、連絡調整 

 ・行程、プログラム、段取り等の企画、調整 

 ・全国まちづくり会議 2010in 熊本実行委員会との調整 

 ・関係者への案内、参加呼びかけ、参加者の募集 

 

７．担当窓口 

 ・NPO 法人日本都市計画家協会北海道支部事務局（山重、矢野） 

    〒060-0001 札幌市中央区北１条西５丁目３ 北一条ビル５階 

    TEL：011-232-9311 FAX：011-232-4918 E-mail：jimukyoku@jsurp-h.gr.jp 
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日本都市計画家協会賞について 

 

平成 22 年は、全体で 17 件の応募があり、 

北海道支部賞選考対象となる道内からの応募は、以下の 3 件がありました。 

 

 

① 地域づくりと観光交流の発展を目指す花と緑の『おもてなし』推進プロジェクト（NO.001） 

北海道音更高等学校 

 

② 「冬のまちにスノーキャンドルの灯りをともそう！」～まちのコミュニティの核となる「公

園」雪国・札幌における「公園」の冬のあり方・活用を考える～（NO.002） 

特定非営利活動法人公園ねっとわーく 

 

③ 幌内布引アートプロジェクト 炭鉱の遺産を掘り起こす（NO.013） 

NPO 法人炭鉱の記憶推進事業団 
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